
 

 



• 低体温症とは

体温（深部体温）が35度C以下に下がった病態で、体温の下降と共に
以下の病状を発出し、最後には昏睡状態から⼼臓停⽌となり死に⾄
る。

• 種類（寒冷に曝された時間によって分類される）

1. 急性低体温症：急に冷⽔などに浸って体温が下がる（６時間未
満）＊タイタニック号事件

2. 亜急性低体温症：登⼭など⽐較的⻑く曝された場合（６〜２４
時間）＊⼋甲⽥⼭雪中⾏軍

3. 慢性低体温症：病気による体温低下 ＊ 低⾎糖症、甲状腺機能
低下症、肝硬変末期等

• 発症迄のメカニズム

⾬☔→濡れ→対流→熱放射→体温低下→低体温症

• 発症の条件

⾵� /湿度/疲労/栄養状態/ウエア条件

体温の低下と症状

３６℃ 寒さを感じる。寒気がする

３５℃
⼿の細かい動きができない。⽪膚感覚が⿇痺した
ようになる。しだいに震えが始まってくる。歩⾏
が遅れがちになる。

３５〜３４℃

歩⾏は遅く、よろめくようになる。筋⼒の低下を
感じる。震えが激しくなる⼝ごもるような会話に
なり、時に意味不明の⾔葉を発する。
無関⼼な表情をする。眠そうにする。軽度な錯乱
状態になることがある。判断⼒が鈍る。

＊⼭ではここまで。これ以前に回復処理を取らなければ死に⾄ることがある。

３４〜３２℃
⼿が使えない。転倒するようになる。まっすぐに
歩けない。感情がなくなる。しどろもどろな会話。
意識が薄れる。歩けない。⼼房細動を起こす。

３２〜３０℃
起⽴不能。思考ができない。錯乱状態になる。震
えが⽌まる。筋⾁が硬直する。不整脈が現れる。
意識を失う。

３０〜２８℃
半昏睡状態。瞳孔が⼤きくなる。脈が弱い。呼吸
数が半減。筋⾁の硬直が著しくなる。

２８〜２６℃ 昏睡状態。⼼臓が停⽌することが多い。
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